


         こんにちは！院長の舟橋です。 

         いつもありがとうございます。 

 

６月４日～１０日は『歯の衛生週間』です！６月４日の『むし歯予防デー』 

のほうがおなじみという方も多いかもしれませんね。 

 

歯の衛生週間の歴史は意外に長く、戦後間もない１９５８年から実施されています。 

６月（む）４日（し）という語呂にちなんで、この日が決められたそうです。 

 

例年この時期になると、テレビや雑誌でも『歯とお口の健康を守る』ための特集が数多く組まれ

ますので、みなさんの関心も自然と高まるシーズンかと思いますが、せっかくの機会ですから、

ご家族みなさんで『歯とお口の健康』についてあらためて考えてみてはいかがでしょうか？ 

 

歯やお口の形は、お１人お１人異なります。ですから、むし歯や歯周病などのトラブルが起こる

リスクの大きい場所やそれに合わせたお手入れのしかたも人それぞれに違っています。 

 

毎日の歯みがきには基本的なやり方はありますが、やはり人それぞれのリスクや特徴に合わせ

たみがき方を実践するほうがより効果的にトラブルを防ぐことができます。 

 

また、毎日の歯みがきだけで落とせる汚れには限界があります。これは、私たち歯の専門家であ

る歯科医師や歯科衛生士でも同じことで、歯みがきだけで１００％汚れを落としきることはでき

ません。ですから、定期的に歯科医院でのクリーニングを受ける必要があります。 

 

いずれにしても、まずは『ご自身の今の状態を知る』ということが大切です。 

 

一年に一度は身体の健康状態を確認するために『健康診断』を受けるように、定期的に『歯とお

口の健康診断』を受けてご自身の状態を確認して欲しいと思います。 

 

健康診断の目的は、悪いところを見つけることだけではありません。 

健康であることを確認することも健康診断の重要な目的です。 

 

もし、皆さんの周りで「ときどき歯が痛むことがある」などの症状がある方や「しばらく歯医者

には行っていない」という方がいらっしゃいましたら、『歯の健康診断』をオススメします。 

 

 

 

新メンバーもよろしくお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

クリニックの新しいメンバーをご紹介します！ 

アシスタント 

野上 佳寿美 

アシスタント 

敦賀 吉美 



ワンランク上のセルフケアに取り組んでみましょう！ 

歯をみがこう！ 

 

『歯の衛生週間』にちなんで、今回は“歯のみがき方”を一緒に確認しましょう！ 

（前回予告した『デンタルフロス』の具体的な使い方については、次号でご紹介します。） 

 

『歯とお口の健康を守る』ために、大切なことは２つあります。 

 

① ご自宅で行う毎日の歯みがき（ホームケア） 

② 歯科医院で行う定期的なクリーニング（プロフェッショナルケア） 

 

この２つは言わば車の両輪です。つまり、どちらが欠けてしまっても、歯とお口の健康を

守り続けていくことが出来なくなってしまいます。 

 

毎日の歯みがきでは、みがいた“つもり”で終わってしまうことが意外と多いものです。 

“みがいていること”と“みがけていること”とは違いますので、「きちんと汚れを落とす

こと」を意識しましょう！ 

 

『歯のみがき方』の重要なポイントを２点に絞ってお話しますので、ぜひ毎日のセルフケ

アに活かしてみてください。 

 

① 歯ブラシの持ち方 

 

歯ブラシのハンドルはペペペペンンンンとととと同同同同じようにじようにじようにじように握握握握りますりますりますります。これは力（ちから）の入りすぎを

防ぎ、細かい動きをコントロールするために有効な持ち方です。くれぐれもわしづか

みは避けてくださいね。 

 

② 歯ブラシの当て方と動かし方 

 

歯ブラシを歯の表側は９０度、裏側は少し傾けなが歯の表面に毛先を当ててください。

このように当てることで、歯と歯ぐきの間を重点的に磨きます。 

 

歯ブラシは、小刻みに動かすようにしてください。動かす幅は、歯ブラシのヘッド

の半分ぐらいが理想的です。１箇所につき、１０往復を目安にみがいていきましょう。 

 

みがき終わったらヘッドの長さ分ぐらい移動して、次の場所をみがいていきます。 

歯の“表側”“裏側”“噛み合う部分”と順々にすべての場所をみがきましょう。 

 

こうして丁寧にみがくと、１０分程度の時間がかかると思います。 

 

これだけ時間がかかると「面倒くさい」「時間がない」という方もいらっしゃるかも知

れません･･･そんな方には、“ながらみがき”をお勧めします。“テレビを見ながら”、

“お風呂に入りながら”など、何かをしながらみがくと、あっという間ですよ。 

 

 

 

歯の表側 

歯の裏側 

前歯の表側 

奥歯 



最先端の治療法“インプラント”を分かりやすく解説します！ 

『インプラントで変わるライフスタイル～女性編～』 

 

インプラント治療を受けることで日常生活にどのような変化があるのか、今回は女性の方

からのお声を実際のご感想なども交えながらご紹介します。治療後の感想には個人差はあ

りますが、参考にしていただけましたら幸いです。 

 

● 口元に自信が持てます！ 

 

女性の方で最も多い治療後のご感想は、『美容』に関するものです。 

少々疑問に思われるかもしれませんが、具体的には次のような効果が期待できます。 

 

◆ 口元のシワやたるみが改善！ 

 

多くの歯を失ってしまうと、噛む回数が減り、噛む力も弱くなります。 

そのことが原因で、口元にシワやたるみができやすくなってしまいます。 

 

インプラント治療を受けてしっかりと噛めるようになると、お口の周りにある様々な筋肉

を使うようになります。その結果、シワやたるみの改善を期待することができます。 

 

お顔にハリが戻り、若々しい印象を与えるようになります。 

 

◆ 入れ歯による悩みがなくなります！ 

 

入れ歯をされている方には、部分入れ歯の金属のバネが見えてしまうことや不意に外れて

しまうことへの気がかりなど、見た目の心配を抱えている方が多くいらっしゃいます。 

 

インプラントは自分の歯とほとんど変わらない見た目になるので、心配や気がかりなこと

が無くなり、自然と笑顔の回数も増えるようになりますよね。 

 

● 食事やお料理にも楽しみが増えます！ 

 

食事をするときに感じる痛みや噛み切ることができないことが原因で、それほど噛まなく

ても食べられる柔らかい食品を選ぶ方がいらっしゃると思います。 

 

インプラント治療後は、ほとんど何でも食べられるようになり、バランスの良い食生活が

送れるようになることはもちろん、しっかりと噛めることで食べ物の美味しさがより感じ

られるようになって、『食事の楽しみが増えた』と話される方が数多くいらっしゃいます。 

 

女性の方は食べるだけでなく、“作る”のも楽しみという方も多いかもしれませんね。食事

を楽しめるようになったことで、お料理への活力が再び湧いたという方や、料理の幅がぐ

っと広がったという方も多いものです。 



● 免疫力や体力の向上で健康増進！ 

 

更年期を迎えたの女性の中には、唾液の分泌が少なくなってしまい、お悩みの方も少なく

ないことと思います。 

 

唾液の分泌が少なくなると、お口の中の細菌が繁殖しやすいためにむし歯や歯周病になり

やすいだけでなく、消化不良を起こしやすくなり胃痛や食道炎などの消化器の病気になり

やすいことなど、お口だけでなく身体にも悪影響がでやすくなります。 

 

インプラント治療の結果よく噛めるようになると、食事のときに噛む回数が増え、唾液の

分泌が促されるようになり、結果的に身体の免疫力を高めることが期待できます。 

 

また、噛み合わせのバランスが整うことで体力が向上し、疲れにくい体質になったという

方もいらっしゃいます。健康管理のためにスイミングやテニスなどのスポーツを始め、よ

り活動的になり、健康増進にもつながっている方も数多くいらっしゃいます。 

 

● ストレスが少なくなります！ 

 

歯が痛い、話しにくい、歯を見せることができないなどの“歯の問題”を抱えていると、

たわいのない会話でさえストレスを感じがちです。せっかくのご友人とのランチも、楽し

むことよりも歯や口元のことが気になってしまうと心から楽しむことができませんよね。 

 

インプラント治療は自分の歯に近い見た目や機能を回復することができるため、歯にまつ

わる悩みが少なくなります。笑って会話をしたり、大きな声で歌を歌ったり、毎日の生活

をより楽しめるようになることでしょう。 

 

また、女性の方にはご友人やご親戚との『旅行』を楽しみにされている方も

多いと思いますが、そんなときにとってとても気になるのが、就寝前のお

手入れですよね。 

 

インプラント治療後は、自分の歯と同様に歯ブラシやデンタルフロス、歯間ブラシなどで

お手入れをすることが可能です。入れ歯を装着されていた時のように、就寝時に外してお

手入れをすることなどで、歯がない状態を人に見られる心配もありません。 

 

このようにインプラント治療を受けてお口の中が健康になると、自信や元

気をもたらし、ライフスタイルにも良い影響を与えてくれます。 

 

「楽しい時間を心から楽しめる」「好きなことを心から楽しめる」、インプ

ラント治療が与えてくれる“心の豊かさ”は身体の健康と同じぐらい大切

なことです。 

 

もし、入れ歯やブリッジ、重度の歯周病でお悩みでしたら、インプラント治療を選択肢の

ひとつとして検討してみるのもひとつです。気軽にご相談くださいね！ 



あなたの歯を一生涯大切に守るための世代別デンタルケアのお話 

中学・高校生期のデンタルケア 

 

歯科衛生士の加藤淳子です。 

 

今回は、お子さんのデンタルケアの中で、 

中高生（１３歳～１８歳ぐらい）の時期のお話をします。 

 

この時期になると、思春期に入り、だんだんと親御さんの言うこともきかなくなってきて、

『お子さん』と呼ぶことがためらわれる年代ですよね。 

 

さらに、部活動や勉強など少しずつ忙しくなってきて歯科医院に通うという習慣はどんど

んおろそかになり、歯とお口のトラブルが急速に増える時期でもあります。 

 

これからお話しするデンタルケアのポイントを押さえていただいて、永久歯を健全な状態

で守っていって欲しいと願っています。 

 

● 中高生のむし歯の実態は？ 

 

中学校に入学する頃になると永久歯がかなりそろってきますが、この時点で平均２本のむ

し歯があるという調査結果があります。 

 

思春期に入ってくるこの時期は、声変わりを始め体の変化が生じるだけでなく、自我への

目覚めや社会生活への興味や関心が広がる時期です。 

 

成長にともなって、友人とお出かけした時の飲食や夜更かしでの間食の増加など、歯とお

口のトラブルを引き起こすリスクをより多く抱えるようになってきます。 

 

小学生までの頃よりも親御さんの目が行き届かなくなってきますので、せっかく身につけ

てきた歯みがきの習慣も怠りがちになり、むし歯が増えやすい年代でもあります。 

 

当然のことですが、生えてきたばかりの永久歯はとっても健康です。むし歯になって傷つ

けてしまうのはもったいないですよね。 

 

歯みがきの習慣をもう一度身につけて、毎日のセルフケアを実践す

ることで、お口を健康に保ちむし歯を防ぐようにしましょう。 

 

● 歯ぐきの状態にも注意が必要です！ 

 

永久歯がだいたい生えそろうこの時期の問題はむし歯ばかりではありません。 

近年の傾向として、歯肉炎などの歯周病が若年層にも拡がりつつあり、１２歳～１４歳

の子どもの４割以上が歯肉炎を起こしているという調査結果もあります。 



 

つまり、歯ぐきの状態にも気をつける時期に入ってくるということです。 

 

その原因のひとつとして、もともと思春期はホルモンの不調和によって「歯肉炎」が起き

やすい時期ではあります。 

 

特に女性ホルモンは歯肉の炎症を助長したり、歯周病の原因となる菌の増殖を助けたりす

るといわれていますから、女性は要注意の時期だと言えます。 

 

しかしながら、男性にも思春期に歯肉炎が増える傾向はありますので、ホルモンバランス

の問題よりも、歯垢（プラーク）が蓄積する生活習慣が一番大きな原因と言えるでしょう。 

 

そこには、食生活の変化が大きく影響していると考えられます。 

 

部活動や学習塾で忙しく、ついファーストフードや菓子類を口にする機会も多いようです

が、これらの食べ物は歯にくっつきやすい物が多く、柔らかいあまり噛まずに食べられる

物で唾液の分泌も促進されないため、歯垢が形成されやすくなります。 

 

また、昼間は歯みがきをする機会も少なく、中学生にもなるとご家庭での歯みがきも本人

に任せられているでしょうから、ついついおろそかになる傾向にあります。 

 

生活自体が忙しくなれば、歯科医院に通う機会も激減してくるでしょうから、尚のことリ

スクの高い状態が続くことになります。 

 

ホルモンバランスと歯垢が蓄積しやすい環境とが、歯肉炎リスクを高めているのです。 

 

歯肉炎の初期は、痛みもなく気づきにくいことがほとんどです。 

また、若い人が歯ぐきを悪くすることなんてないだろうという油断もあることでしょう。 

それゆえについ見逃しがちになるのも、思春期世代の歯肉炎の特徴でもあります。 

 

ですから、早期発見と予防を心がけることが重要です。 

歯みがきの前に鏡を見ながら歯肉のセルフチェックをして、ときどきは歯科医院でチェッ

クとクリーニングも受けるようにしてくださいね。 

 

自我が芽生え始めるこの時期ということは、言い換えると、自ら積極的に歯とお口の健康

を守るための良い習慣を身につけることができる時期でもあります。 

 

歯並びや噛み合わせなど、お口の中の形や生活習慣は一人一人違っていますから、自分の

ウイークポイントを知って、それに合ったお手入れの方法を知ることが大切です。 

 

歯科医院で歯みがきのしかたをアドバイスしてもうことや定期健診を受けることなど、

“自分の身体は自分で守る”という良い習慣をつけられるように、親御さんがサポートし

てあげてください。 



名古屋市西区幅下１丁目１３－１８ αビル１Ｆ 

℡ ０５２－５５１－２２２１ 

http://www.sindental.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

スタッフコラム 

 『“幸せ”を感じる瞬間』 

”』

加藤 淳子 

私が一番幸せを感じるときは 

ライブに参戦しているときです！ 

大好きな音楽を身体中で感じて 

日頃のストレスを発散するように 

暴れまくります。 

次の日は、筋肉痛がひどくて 

動けなくなりますが。。。笑 

それすらも幸せに感じるライブが 

大好きです  ！！ 

私が一番幸せを感じるときは･･･ 

美味しいものを食べてるときと、 

大好きなアイスクリームを 

食べてるときです。 

父がコックさんなので、 

実家に帰って父の料理を食べて、 

デザートにコールドストーンの 

アイスクリームなんて出てきた 

日には、本当に幸せデス。 

私の幸せを感じる瞬間。。 

やっぱり美味しいものを 

食べる時でしょうか（笑） 

焼肉に行くと、幸せです！ 

牛肉は幸せにしてくれますねぇ 

あとは、子供の寝顔を見ている時です。

起きていると怒ってばかりですが、 

寝ている時はすごく可愛いですね。 

なぜか起こしたくなって、 

寝てる子供に話しかけてしまうので、 

いつも旦那に怒られてます（笑） 

 

私が幸せを感じる時は、 

大好きな友達と集まって 

『カンパーイ   』する時です。 

みんなで飲んで食べて 

笑って楽しい時間を過ごすのが 

大好きなので☆ 

いつもみんなに支えられてるな～ 

と感謝感謝(;～;) 

仲間は宝物です 

私が幸せを感じる瞬間は、 

院長から褒められた時です。 

接着剤を混ぜて渡したときに、 

「固さもちょうど良いし、 

上手になったね。」と 

声をかけてもらえました。 

毎日覚えることが多く、 

頭がいっぱいになりそうな時に、 

いつも褒めてもらえるので、 

ふっと心が軽くなります。 

もっともっと褒められるように、 

皆様のために出来ることを 

考えながら、頑張ります！ 

 

武川 加歩 

辻 瑞恵 

野上 佳寿美 

敦賀 吉美 

 


